
平成 29年試験（2016年 12月実施）第Ⅰ回 短答式 的中実績 

管 理 会 計 論 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本試験 

問題 6 次の記述のうち，我が国の「原価計算基準」に照らして正しいものの組合せとして最も適切な番号を一

つ選びなさい。（5点） 

～ 略 ～ 

イ．等級別総合原価計算は，同一工程において，同種製品を連続生産するが，その製品を形状，大きさ，品位 

等によって等級に区別する場合に適用する。等級別総合原価計算にあっては，各等級製品について適当な等

価係数を定め，一期間における完成品の総合原価又は一期間の製造費用を等価係数に基づき各等級製品にあ

ん分してその製品原価を計算する。 

 

 

≪解答 6≫ 

イ．正 原価計算基準二二参照。 

正しい記述である。等級別総合原価計算に関する基準通りの記述である。 

 

短答ポイントアップ答練 第２回 

問題6 総合原価計算に関する次の記述のうち，我が国の「原価計算基準」に照らして正しいものの組合せとして最 

も適切な番号を一つ選びなさい。(5点) 

 

ア. 等級別総合原価計算は，同一工程において，同種製品を連続生産するが，その製品を形状，大きさ，品位等

によって等級に区別する場合に適用する。等級別総合原価計算にあっては，各等級製品について適当な等価

係数を定め，一期間における完成品の総合原価ではなく，一期間の製造費用を等価係数に基づき各等級製品

にあん分してその製品原価を計算する。 

 

 

≪解答 6≫ 

ア．誤 「原価計算基準」二二参照。 

本肢の記述は誤りである。等級別総合原価計算の方法は，単純総合原価計算に近い方法(完成品総合原価を

結合原価とする方法)と組別総合原価計算に近い方法(当期製造費用を結合原価とする方法)の二つに大別さ

れ，「原価計算基準」では両者の選択適用を認めている。正しくは，「一期間における完成品の総合原価又は

一期間の製造費用を等価係数に基づき各等級製品にあん分して製品原価を計算する」である。 

 

 

 

 


